
  
 
    

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者名  

 □歯科医師   □歯科技工士   □歯科衛生士 

勤務先名 

  

住所 〒 

  

電話/FAX                        お弁当（1,000 円） どちらかに〇をお願いいたします 

     要要要要                                    不要不要不要不要    

申込先：秋田県歯科技工士会申込先：秋田県歯科技工士会申込先：秋田県歯科技工士会申込先：秋田県歯科技工士会    電話・電話・電話・電話・FAXFAXFAXFAX    018018018018----892892892892----2447244724472447    / / / / EEEE----mailmailmailmail    akisigi@ceres.ocn.ne.jpakisigi@ceres.ocn.ne.jpakisigi@ceres.ocn.ne.jpakisigi@ceres.ocn.ne.jp        

秋⽥県⻭科技⼯⼠会生涯研修会【自由】案内 

参 加 申 込 書 （10/1710/1710/1710/17（火）（火）（火）（火）締切締切締切締切） 

 仲秋の候、皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

さて、本会では下記日程で生涯研修を開催いたします。 

対面のみの開催になりますが、咬合の基礎をデジタルに活かす気づきを学ぶ良い機会ではないでしょう

か。  皆様、奮ってご参加ください！ 

 

 

    

申込み用 QR コード→  

持ち物持ち物持ち物持ち物    ：：：：    筆記具、定規、分度器（筆記具、定規、分度器（筆記具、定規、分度器（筆記具、定規、分度器（セファロセファロセファロセファロ分析実習あります）分析実習あります）分析実習あります）分析実習あります）※※※※自分のセファロコピーも可自分のセファロコピーも可自分のセファロコピーも可自分のセファロコピーも可    

受講料受講料受講料受講料    ：：：：    会員：無料会員：無料会員：無料会員：無料        会員外：会員外：会員外：会員外：5,0005,0005,0005,000 円（※）円（※）円（※）円（※）    

単単単単    位位位位    ：：：：    10101010 単位単位単位単位                            定員：定員：定員：定員：30303030 名名名名    

昼昼昼昼    食食食食    ：：：：    弁当（希望者のみ）弁当（希望者のみ）弁当（希望者のみ）弁当（希望者のみ）    1,0001,0001,0001,000 円（※）円（※）円（※）円（※）    

※※※※会員外受講料・弁当代は、会員外受講料・弁当代は、会員外受講料・弁当代は、会員外受講料・弁当代は、当日受付にて申し受けます当日受付にて申し受けます当日受付にて申し受けます当日受付にて申し受けます    

日日日日    時時時時    ：：：：    令和令和令和令和５５５５年年年年１０１０１０１０月月月月２２２２２２２２日（日）日（日）日（日）日（日）１０１０１０１０時～１時～１時～１時～１６６６６時時時時    

会場：会場：会場：会場：    秋田県中央地区老人福祉総合エリア秋田県中央地区老人福祉総合エリア秋田県中央地区老人福祉総合エリア秋田県中央地区老人福祉総合エリア・シ・シ・シ・シルバーエリアルバーエリアルバーエリアルバーエリア    

（秋田市御所野下堤 5丁目 1-1） 

講講講講    師師師師    ：：：：    前川前川前川前川    泰一泰一泰一泰一    先生先生先生先生    

テーマテーマテーマテーマ    ：：：：    『『『『咬合の基礎とデジタル化咬合の基礎とデジタル化咬合の基礎とデジタル化咬合の基礎とデジタル化』』』』～シークエンシャルオク～シークエンシャルオク～シークエンシャルオク～シークエンシャルオク

ルージョンのコンセプトから咬合の基礎を学ぶ～ルージョンのコンセプトから咬合の基礎を学ぶ～ルージョンのコンセプトから咬合の基礎を学ぶ～ルージョンのコンセプトから咬合の基礎を学ぶ～    

 

≪抄録≫ 

近年の歯科業界全体のデジタル化は目まぐるしいものがあり、AI の進歩により補綴装置の製作方法もどんどんと

変わりつつある。今はまだ歯科技工士がデザインした補綴装置を機械の力を借り具現化し、最終仕上げるのは技

工士だが、この一連の作業に AI が参入することは時間の問題だと思われる。それでも手作業で補綴装置を完成さ

せる技術が患者の身体全体の機能を回復する事例もあり、その匠の技術力は AIが真似できないところだと考えて

いる。その高い技術力を身に付けるには、機能を回復させる事を目的とした噛み合わせの学問を学び、歯１本１

本の形態や機能の説明から頭骸骨を意識した咬合の設計までを知る必要があると考えます。 

今回は、咬合の基礎であるナソロジーをさらに発展させた「シークエンシャルオクルージョン」のコンセプトを

お伝えし、口腔内の設計には欠かせないセファログラムを使用した簡単な実習も織り交ぜながら理解を深めて頂

けたらと思います。そして今現在、「咬合」をどのようにデジタルに落とし込んでいるかもお話しできればと考え

ています。                                    ≪裏面・講師略歴≫ 



    

        【【【【前川前川前川前川    泰一泰一泰一泰一    先生先生先生先生    略歴】略歴】略歴】略歴】    

    

            1995   前川デンタルラボラトリー開業  

1998   JIADS 修了  

2003   Sequential occlusion Wax-up コース修了  

2005   Sequential occlusion Dr コース修了  

2006   S.J.C.D テクニシャンコース修了  

2006   ICOI （国際インプラント学会）FELLOW 取得  

2006   歯然の会 ベーシックコース、アドバンスコース修了  

2008   （株）前川デンタルラボ新設  

2008   Advanced Total Diagnosis Course 修了  

2009   USC ジャパンプログラム（ロサンゼルス） 修了  

2009   Oral Design OSAKA コース 修了  

2011   大阪セラミックトレーニングセンター宮崎校 入学     

2012   同校 卒業  西村賞受賞    

2013   BPS 認定コース修了  

2015   筒井塾 歯冠修復コース修了    

2015   Dieter Schulz wax-up course（ドイツ ヘッペンハイム）修了       

 

大阪セラミックトレーニングセンター宮崎校同窓会関西支部長                    

 ICOI 国際口腔インプラント学会 技工部委員長  

日本顎咬合学会 常任理事 指導歯科技工士 技工士部会部長 

    

    

    


